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酒造好適米水稲新品種「ぎんおとめ」の育成経緯及び特性
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1は じ め に

本県では,酒造好適米品種として「美山錦」 (1989年 度

採用)と ,「吟ぎんが」(1998年度採用)を奨励してきた。 し
かし両品種は中生の品種で,栽培適地も岩手県中南部地帯
(盛岡市以南)であり,岩手県中北部地帯(盛岡市以北)で の

栽培は困難である。

「ぎんおとめ」は,大粒で心自の発現は「美山錦Jに比
べやや少ないが醸造特性にすぐれ,醸造酒の官能評価は

「美山錦」並で,岩手県中北部地帯でも栽培可能な早生種
であり,純米酒`本醸造酒向けの酒質のよい酒造好適米品
種である。ここでは,その育成経緯と主な特性について報

告する。

2育 成 経 緯

「ぎんおとめ」は1990年 ,旧岩手県立農業試験場 (岩手
県滝沢村)で ,早生の酒造好適米品種の開発を目標に,
「秋田酒44号 Jを母に,「東北141号」(後の「こころまち」)
を父として人丁交配した後代から選抜された酒造好適米系

統である。

酒造好適米の品種育成は,醸造適性が重要な要素となる
ことから,本県では育成途中の玄米について岩手県工業技

術センターにおいて,酒米統一分析法による玄米千粒車 ,
70%精米時の砕米混入率,20分吸水率,120分吸水率, タ
ンパク質含有率,Brix等の分析と醸造試験を実施 し,そ
の試験結果を系統の選抜に利用している。その後,有望な

系統は実用規模での醸造試験を行うため岩手県酒造組合に

委託し,実用的場面での醸造適性や醸造酒の酒質等の検討
を重ねている。今回,奨励品種決定現地試験等で栽培適性

試験も行った結果,生産者,実需者双方の要望に答えるも
のと期待されたため,2000年 2月 ,岩手県が奨励品種に採

用した。

3特 性 の 概 要

「ぎんおとめJは ,「美山錦Jに比べ出穂期が 5日 ,成
熟期は10日 程度早 く,岩手県では “早生の中・ の熟期
(「たかねみのり」並)である。拝長・穂長とも「美山錦J
に比べ短い。粒着密度は '中 "で ,穂数は「美山錦Jに
比べ多く,草型は “偏穂数型・ に属する。稗はやや太い

がやや柔らかく,耐倒伏性は「美山錦」並の “中"であ
る。玄米千粒重は「美山錦Jに比べ重く,収量性は「美山
錦Jに比べ明らかに多収である。心自の発現は「美山錦」
に比べるとやや少ない。ヽヽもち病真性抵抗性遺伝子型は

“P,α,P,j"と推定され,圃場抵抗性は葉いもち,穂いも

美山錦
早晩生

草 型
早生の中

偏穂数型
8 1
9 22
71

179
333

中生の中

穂重型

8 6
10 3

89

207
277

出穂期 (月 日)
成熟期 (月 日)
稗長 (m)
穂長 (cl)
穂数 (本/♂ )

いもち病抵抗生
遺伝子型

葉いもち

亡の多少・長短 稀・極短
Aα ,,

やや強
やや強

無
P,α′j

やや弱
穂いもち 弓弓
耐倒伏性 中

やや強耐冷性

穂発芽性

中

中

中 やや難
玄米重 (kg/a) 537

115

265
中上

465
(100)

250
上下

比較 (%)
玄米千粒重 (g)
玄米品質

注 1997～ 1999年の育成地 (岩手県農業研究センター
北上市)の標肥区の成績。
各特性のランクは種苗特性分類基準による。

表 1 「ぎんおとめ」の主要特性

ぎんおとめ
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表2 醸造適性一覧 (岩手県工業技術センター,酒米統一分析法による)

パク質   混入率
(g)    20分     120分    (%)           (ml)    (%)    (%)

ぎんおとめ    262     259     294     339     95     089     57      91

適する方向  ～280   が適   が適    が適   が適   が適   が適    が適
注 1)1996～ 1998年の平均値
2)ふるい日 :20m
3)玄米千粒重 :水分138%調製後の値
4)自米は見かけ精米歩合70%± 1%で調製

品種名 千粒重

表 3 試験醸造酒の官能試験結果
(岩手県酒造組合,1997年産50%精米)

Brix

4 栽培適地及び栽培上の留意事項

「ぎんおとめ」は熟期が “早生の中",耐冷性が
｀
中"

であることから,岩手県内のうち岩手郡を中心とした地帯

に導入する。導入面積は最大600haで ある。

栽培上の留意事項としては,「美山錦」に比べ障害型耐

冷性が弱いので出穂を早めるような早植えや多月巴を避け,

幼穂形成期,減数分裂期の低温時には深水管理を行うこと。

穂発芽しやすいので,遅刈りとならないよう適期に刈り取

りを行うことが必要である。

5 「ぎんおとめJの展望

「ぎんおとめ」は,生産者及び岩手県内酒造業者等の要

望等を十分取り入れ,さ らに,醸造適性,酒質についての

検討を岩手県工業技術センターや岩手県酒造組合の協力を

得ながら研究開発された,純米酒,本醸造酒向けの酒造好

適米品種である。

水稲生産者には,う るち米,も ち米以外の用途の異なる

品種による,「地域の特徴ある米づくりJに適 した新しい

酒造好適米品種の作付けの拡大による収入の安定が期待さ

れる。また,酒造業者等には,岩手県独自の酒造好適米を

原料とした酒質の向上による岩手の清酒のイメージアップ,

酒の販売量の拡大が期待される。

品種

系統名

工場名    鑑 評 値
①   ②

ぎんおとめ

ぎんおとめ

A社
B社

200      250
238      271

美山錦      A社     200   2186
注 1)鑑評値①,②ともに値が小さいほど良好。
2)鑑評値①は1998年 2月 10日実施。パネル16名
美山錦を鑑評値=2と して評価
3)鑑評値②は1998年 10月 6日実施。パネル14名
1(優),2,3(普 通),4,5(難 点あり)
として評価。

ちとも “やや強"である。障害型耐冷性は '中 Ⅲで,穂
発芽性も “中"である (表 1)。

70%精米の吸水率は「美山錦」並からやや優り,粗 タン

パク質含有率は「美山錦Jよ りやや多く,砕米混入率は

「美山錦」よりやや少なく,醸造適性はほぼ「美山錦J並
である (表 2)。

試験醸造酒はきれいなすっきり型の酒質で,その官能評

価は「美山錦Jと同等である (表 3)。
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